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１．高津川流域 益田市・津和野町・吉賀町について 

高津川流域は、島根県の西端に位置しており、清流高津川の流域に発達した益田市、津和野町、吉賀町

の１市２町で構成されている。 

各地域によって歴史・文化資源が多く、伝統芸能が盛んであり、特に石見神楽は多くの社中が存在し地

域の賑わいには切り離せないものとなっている。 

【 位 置 図 】 
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【人口と面積】 

人口(人) 面積(km2) 備考 

益 田 市 43,286 733.2 

津和野町 6,459 307.1  

吉 賀 町 5,596 336.3 

合  計 55,341 1,376.6 

(R6年 6月末現在)       

益田市は、島根県の総面積の約１割を占めていますが、その大半は林なっており、特に美都地域、

匹見地域では山林が90％近くを占め、急峻な山々に囲まれている。 

南部は中国山地に囲まれ、恐羅漢山、安蔵寺山などの山々が連なっており、北部は日本海に面し

ている。日本海に注ぐ一級河川高津川は全国でも屈指の良好な水質を誇っており、益田川ととも

に下流域に三角州状の益田平野を形成し、海岸は白砂青松の石見潟を形成している。 

【益田市の地勢】 
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２．地域概要 

 ２－１ 地域特性 

益田市、津和野町、吉賀町の益田地域においては、人口が６万人弱であり、今後、５万人を割る見 

込みとなっている。一方で、面積は1,377km2と大きく、インフラの維持管理が問題となってい 

る。 

益田市単独では、2015年に４７，７１８人であったが、2030年には４０，０００人を割る見込 

みとなっている。 

高津川流域の問題と課題 
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地域全体の問題として、高齢化に伴い社会保障関連経費の割合が増加傾向にある。また、老朽化するイ

ンフラ関連の経費も同様に増加すると、財源不足が予想される。そこで、コスト抑制することが、イン

フラメンテナンスに求められている。 

津和野町 吉賀町

益田市

危 機 感

地元地域に建設コンサルタントがいない。

土木系職員がいない。
技術の継承をする組織体制の構築が困難で

ある。

管理施設が少なく、スケールメリットが小さいため費用対効果が見込めない。
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益田市・津和野町・吉賀町におけるインフラメンテナンスの取組状況には差が生じていたが、共通して

「危機感」を認識していた。 

重大事故のリスクが高まる中、限りある財源にて対応しなければならず、将来的な人材の確保をするこ

とにも懸念があった。 

そこで、１市２町では、効率的・効果的なインフラメンテナンスを実施する体制の構築が喫緊の課題で

あった。 

そこで、「広域的・戦略的インフラマネジメント」を展開し、「予防保全型インフラメンテナンス」に本

格的に転換する必要があった。 
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  益田市・津和野町・吉賀町では、広域連携を実施する上で、「住み続けたいと実感のできる地域づ

くり」も目標に取組んできた。 

今後も持続可能な地域社会を確立し、地域住民が安全・安心かつ快適に暮らし、誰もが住み続けた

いと実感できる地域づくりを目指している。 

地域の将来像を維持するには、社会基盤であるインフラを維持できるようにメンテナンスする必要 

がある。そのためには、効率的・効果的なメンテナンスを実施するサイクルの確立とともに、マネ 

ジメントする必要がある。 

高津川流域の将来像

持続可能な地域社会を確立

安全・安心快適な暮らし 

住み続けたいと実感できる 

地域づくり 
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 ２－２ これまでの取組 

高津川流域の１市２町では、本事業の以前から広域連携での事業を展開している。１市２町としては広

域事務組合にて多岐にわたる事業を実施し、また、個別にも事業を実施している。市と町、町と町など

その都度、協定を締結し実施している。 

【主な取組み】 

事例 対象自治体 概要 

益田地区広域市町村圏事務組合 益田市・津和野町・吉賀町 広域事務組合 

トンネル点検業務委託 益田市・津和野町 協定「事務の委託」 

益田市が一括発注 

トンネル修繕設計・工事 吉賀町・津和野町 協定「事務の委託」 

吉賀町が一括発注 

地域インフラ群再生戦略マネジメント 益田市・津和野町・吉賀町 令和５年度よりモデル

地域として実施 

インフラメンテナンス市区町村長会議 益田市・津和野町・吉賀町 中国ブロックの企画委

員、構成員として活動 

益田地区広域市町村圏事務組合 

 行政サービスの広域連携については、益田地区広域市町村圏事務組合を通じて、企画振興業務、介 

護・障害認定業務、焼却施設業務、消防業務などを共同で行っており、多岐にわたる分野での協力が 

進められている。 

① 広域事務組合

益田市益田市 益田市企画振興業 消防業務 
萩・石見空港 

利用促進

介護・障害 

認定業務 焼却施設業
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インフラメンテナンスにおいては、これまで協定に基づき、市町、町町と２者間の協定にて取り組んで

きた。 

益田市 × 津和野町 

時  期 内  容 

令和元年１０月３１日 

～令和２年3月１６日 

安蔵寺トンネル点検業務委託（１巡目点検） 

益田市と津和野町とで契約を締結し、トンネル点検を益

田市にて一括発注 

令和５年４月１９日 

安蔵寺トンネル点検業務委託（２巡目点検） 

益田市と津和野町とで協定を締結し、トンネル点検を益

田市にて一括発注 

② トンネル点検・修繕工事
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吉賀町 × 津和野町 

時  期 内  容 

平成 27年 5月 20日 

基本協定書の締結 

町道唐人屋線唐人屋トンネルの点検、調査設計及び補修工事

などの維持管理等の基本協定書を締結 

平成 27年 11月 10日 
補修設計業務の協定書の締結 

令和 2年 8月 27日 
補修工事に係る設計書作成業務の協定書の締結 

令和 2年 12月 14日 
補修工事の協定書の締結 

令和 3年 2月 9日 

～令和4年3月 22日 
町道唐人屋線唐人屋トンネル補修工事 
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これまでのインフラメンテナンスの取組みを拡大することを担当者間で確認をし、首長のリーダーシ 

ップにより基本方針を決定。そこで、地域インフラ群再生戦略マネジメント「群マネ」のモデル地域 

として、「課題：継続的な人材確保と財源確保、効果：インフラメンテナンスにおける効率化と高度 

化」を目的として着手。 

③ 群マネ
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 ２－２ 新たな課題 

群マネモデル地域として、取組む中で「新たな課題」が生じている。これまでのメンテナンスの取組 

みだけでは「予防保全型インフラメンテナンス」への転換が困難である。 

従来の「メンテナンスサイクルの強化」と「マネジメントサイクルの確立」が必要であり戦略的に実 

施していく必要がある。 

メンテナンスサイクル マネジメントサイクル 

取り組み 

状 況 

〇 
群マネとしてスモールスタートではあ

るが実施計画を策定 

× 
マネジメントサイクルの確立は未着手で

あった。 

課 題 

・広域連携で実施するには、１市２町

で統合されたシステムがないと効率

化が図れない。 

・直営点検における内業の負担が大き 

く、他自治体の点検までできない。 

・撤去、集約化が進まず、管理施設数 

が増える。 

・点検結果にて劣化を把握できるが劣化 

予測が立たない。 

・アセットマネジメントの仕組みが確立 

されていない。 

・マネジメントが職員の経験則に依存し 

ており、継続的な維持管理として不安 

がある。 
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そこで、1 市 2 町で「橋梁直営点検支援システム」を共同導入するとともに、得られた点検データ等を

整理し、アセットマネジメント（損傷原因、補修工法、健全度の分析・評価、補修計画の立案）のシステ

ム化を計画する必要があった。 

その上で、自治体間共同で利用し、群マネを加速化する環境を整えることで「新たな課題」を解決するこ

ととした。 

また、あわせて直営で実施している橋梁点検の内業負担を軽減するために、点検支援システムの共同利

用も検討する必要があった。 
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３．事業概要 

３－１ 概  要 

益田市、津和野町、吉賀町とで広域連携により、インフラメンテナンスを、効率的・効果的に取り組む

ことを目的としている。 

具体的には、1市2町で「橋梁直営点検支援システム」を共同導入するとともに、得られた点検データ

等をインプットし、損傷原因、補修工法、健全度の分析・評価、補修計画の立案が実施できる「アセッ

トマネジメント計画策定支援システム」を自治体間共同で構築することで、益田市の技術職員が他２町

のインフラの状況を把握できる環境を整える。 

３－２ 目  的 

高度化・効率化を図りコストを抑制し、省人化により必要な人材を確保する。事後保全型から予防保全

型に転換し、地域の将来像に合わせた持続可能なインフラメンテナンスを実現する。 

３ ３ 事業内容 

① アセットマネジメント評価基準の策定 

 各種評価基準の策定 

  ・道路の優先順位（整備評価基準）の策定 

  ・橋梁補修優先度に関する方針の策定 

  ・等級指針の策定 

  ・委員会資料の策定     

② マネジメント計画 

 資料整理 

  ・１市２町における市道・町道・農道・林道の橋梁台帳・橋梁点検調書 

   （１巡目点検・２巡目点検）のデータ集約及び整理 

データ分析 

  ・橋梁の損傷について、分析を実施し評価モデルの検討を実施 

③ システム構築 

 ・アセットマネジメント計画策定支援システム構築 

   劣化シミュレーションプログラム 

 ・直営橋梁点検支援システム構築 
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【事業イメージ図】  

アセットマネジメント 

評価基準

直営橋梁点検 

支援システム

計画策定支援 

システム

劣化シミュレーション

プログラム 

道路の優先順位の策定 

橋梁補修優先度方針の策定 

マルコフモデルによる劣化

予測プログラム 

橋梁点検データ 

既存データ 

（XRAOD 等）

国交省データプラットフォーム 

島根県道路維持管理システム 

道路台帳・橋梁台帳・点検調書 

マネジメント計画 

資料整理・データ分析

② 

① 

③ 

高度化・効率化を図りコストを抑制し、 

省人化により必要な人材を確保 

等級指針の策定 

委員会資料の策定  

19



https://www.city.masuda.lg.jp/soshikikarasagasu/kensetsubu/dobokukaijikanrishitsu/index.html 

４．本事業における取組状況 

本事業は、益田市にて一括発注にて実施し、１市２町にて共同利用できるシステムを導入し、更には、

マネジメント基準を設定している。 

【従前手法】 

各道路管理者にて、それぞれで道路維持管理をしてきた。そこで、台帳や点検調書を各自治体にて管理

し、他の自治体では利用することができなかった。（管理者権限の範囲にて対応していた。） 

この場合、群マネ手法として、益田市が一括発注するために、津和野町や吉賀町の橋梁台帳、点検調書

等の基本情報の提供を受けて、益田市にて取りまとめて発注準備する必要があった。 

【本事業の手法】 

群マネにて益田市、津和野町、吉賀町にて協定を締結し、「事務の委託」にて実施。その協定内でさら

に本事業を実施した。結果、入札事務の軽減となり一部の事務で効率化が図れた。 

群マネ手法にて、１市２町で協定を締結し、「事務の委託」にて実施している。今後、本事業で構築し

たシステムを共同利用する際には、協議会や事務組合等の新しい形態を検討していく。「高津川流域群

マネ」として協議会等を検討し展開を図る。 

各自治体 維持管理 

津和野町 吉賀町 

益田市 

実 行 

【本事業】 

益田市にて一括発注 

①アセットマネジメント 

評価基準の策定 

②マネジメント計画 

③システム構築 

【群マネ】 

益田市にて一括発注 

・橋梁点検業務委託 

情報共有 

データ提供 データ提供 
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４－１ 取組みのプロセス 

〇 これまでの取組の経緯・進捗 

  益田市・津和野町・吉賀町では、地域インフラ群再生戦略マネジメント「群マネ」に取組んでい 

る。その過程において、益田市にて橋梁点検を一括発注している。 

本事業において、群マネ対象橋梁を一元管理できるシステムを構築し、マネジメントすることが 

求められていた。 

  アセットマネジメント評価基準を策定、評価基準を具現化するシステム構築を実施した。システ 

ムには、１市２町の橋梁データをセットすることで統一的な対応が可能となった。 

〇 合意形成のための工夫 

不定期ではあるが、１市２町にて推進会議を開催し、担当者間にて意見交換を実施した。その際

には、道路管理者だけではなく、農道・林道及び森林部門の担当者も参加した。 

実際には、群マネのスキームを利用し、これまでの取組みを拡大する仕組みとして取り扱い、森

林担当者も含めて合同会議・勉強会を実施した。 

結果、１市２町の担当者間での調整が円滑に進み、現行の「事務の委託」にて事業実施をしてい

る。 

１市２町 担当者会議 
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４－２ 詳細の取組状況 

① アセットマネジメント評価基準の策定 

 各種評価基準の策定 

  ・道路の優先順位（整備評価基準）の策定 

  ・橋梁補修優先度に関する方針の策定 

  ・等級指針の策定 

  ・委員会資料の策定 

② マネジメント計画 

 資料整理 

  ・１市２町における市道・町道・農道・林道の橋梁台帳・橋梁点検調書 

   （１巡目点検・２巡目点検）のデータ集約及び整理 

合計１，４２４橋のデータを整理し、健全度調査結果を集約し、本事業における計画策定の基礎デ 

ータとした。 

データ分析 

  ・橋梁の損傷について、分析を実施し評価モデルの検討を実施 

③ システム構築 

 ・アセットマネジメント計画策定支援システム構築 劣化シミュレーションプログラム 

 ・直営橋梁点検支援システム構築 
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５．事業効果 

〇評価基準を一元化し合意形成の手間を軽減 

益田市にて、１市２町分の一括マネジメントを実施。 

その際の橋梁台帳・点検調書の取り扱いについても益田市にて対応できた。 

なお、様式を統合した統一的なデータであることから、事務の簡素化が図れた。 

また、点検結果の均一化が図れた。 

〇一括発注による２町の事業負担減 

これまで、１市２町の各担当者の経験則によりマネジメントしてきたが、客観的な指標を基に評価でき

るアセットマネジメント計画策定支援システムを構築することにより、担当者の負担軽減はもとより、

マネジメントにかかる時間短縮となる。 

〇評価における判定委員会の統合 

これまで、益田市は庁内の委員会にて判定し、津和野町・吉賀町は島根県も参加して判定してきた。 

令和７年度の判定については、津和野町は役場内で判定会にて判定。益田市・吉賀町は、部分的に益田

市の健全度判定委員会にて実施。 

今後も判定委員会を統合しながら効率化をより高めるように取組んで行く。 
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〇システム導入前後の作業内容とその比較 

 マネジメント業務 

点検データの更新作業 

導入前 導入後 効果 

作業写真 

表計算ソフトを用いて

最新の点検データを手

動で入力し、更には修

繕計画を更新していた

が、一連の作業がシス

テム化され大幅な時間

短縮に繋がった。 

作業時間 １５．０時間 ５．０時間 約６０％削減 

※ 令和７年度の１年分を試験的に実施。益田市にて年間１３０橋程度の更新作業を実施している 

が、更新時間が３分の１程度まで縮減。今後、１市２町分の５ヶ年 １，４００橋で検証を予

定している。

 直営橋梁点検業務 

１橋あたりの内業時間 

導入前 導入後 効果 

作業写真 

現場作業にファイ

ルの持ち込みの必

要がなく、軽量化

が図れた。 

調書関係 

・前回点検結果 

・橋梁台帳 

・点検調書 

等のデータ一元化 

作業時間 ３時間 １．５時間 ５０％削減 

※ 令和７年点検実施橋梁 ５橋分の平均値 

※ 令和８年度に８０橋程度を実施し、導入効果を更に検証する。

25



https://www.city.masuda.lg.jp/soshikikarasagasu/kensetsubu/dobokukaijikanrishitsu/index.html 

６．今後の課題 解決できなかった課題と解決への展望 

今後の課題については、他事業と連携し継続的に１市２町で取組みを実施していく予定である。また、

「群マネ」の対象施設を拡大するためにも本事業で構築したシステムを橋梁のみならず、多分野横断で

の利活用ができるように改定する予定である。 

① アセットマネジメント評価基準の策定 

アセットマネジメント委員会 

方針を決定する過程において、委員会を開催し有識者からの意見を反映し、合意形成を図ることを想

定していたが、益田市が大阪大学大学院工学研究科 サスティナブル・インフラ研究センターと包括

連携協定を締結したことから、委員会を設立するのではなく、大阪大学から有識者としての意見及び

評価を受けるように変更した。 

結果、令和８年度に大阪大学を含めた評価委員会を実施することとしている。その上で、長寿命化修

繕計画の改定を予定している。 

② マネジメント計画 

劣化予測の精度向上 

 システムの構築はできたが、劣化予測のモデルについて、今後の点検データを反映することで、精度 

が高めると考えている。 

 市道においては、３巡目点検結果。農道・林道においては２巡目点検結果を追加し、対象橋梁とモデ 

ルを追加することで、更なる劣化予測の精度を高め、マネジメントに反映していく。 

③ システム構築 

アセットマネジメント計画策定支援システムのクラウド化 

本システムは、スタンドアローンでの構築となっている。今後は、１市２町の取組みとしてデータ連 

携基盤の導入を見込んでいることから、本システムもデータ連権基盤に接続できるように改修を検討 

していく。 

26



https://www.city.masuda.lg.jp/soshikikarasagasu/kensetsubu/dobokukaijikanrishitsu/index.html 

27



https://www.city.masuda.lg.jp/soshikikarasagasu/kensetsubu/dobokukaijikanrishitsu/index.html 

７．資料 

システム概要 

システム構成 
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システムの流れ 

画面遷移 
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橋梁点検 概要 

劣化シミュレーション 
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